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発行人 関西障害者定期刊行物協会 

〒543-0015 大阪府大阪市天王寺区真田山町 2-2 東興ビル 4F 定価：10 円 

２月２７日の唐突な「全国一斉の休校要請」から

始まり、４月１６日の全国に発令された「緊急事態

宣言」。期間は５月６日までとされた。 

４月１６日ふきのとうも「家族・メンバーの皆様

へ 感染拡大防止策」お願いの通知を出し、通所

を控えたい方に休みの希望をうかがった。その

後「緊急事態宣言」を受け、対応策を検討し、「ご

家族・メンバーの皆様へ」４月２１日付で「令和２年

４月２２日（水）～５月６日（水・祝） 新型コロナウ

イルスへの対応について」を通知した。「開所はし

ているが、自宅待機が可能な日」を調査し、『自

宅待機』をお願いした。これにより５月６日までの

『対応』はとることが出来た。 

４月２９日・５月４・５・６日の祝日は、当初閉所とし

ていたが、グループホームにいる人たちの日中

支援を考慮し、平年通り、開所に切り替えた。 

５月６日までの「対応」は出来たがその後どう

なるか？といった「質問」が色々なところから出

てきた。４月３０日会議を持ち、「５月３１日まで開所

はするが、出来る限りの自宅待機を求める。５月４

日を期限として、出欠を取りまとめる。」という方

向を決めた。自宅待機中の支援として、担当者を

振り分けて毎日電話連絡をし、様子を伺った。ま

たチェック表を作成し、課題を毎日することを約

束し、そのことにより賃金を支払うことを決めた。

５月５日再び会議を持ち、メンバー全員の出欠状

況を確定し、メンバー（家族）に電話で出勤日を

伝えたうえで、プリントも配布することを決めた。

１日の通所者は、全体の３分の１にとどめるよう決

定した。 

尚、グループホームについては「特別な理由」

の人以外、家での自宅待機をお願いした。約半数

の方が応じてくれた。 

 

その他「新型コロナ対応マニュアル」を作成し、

４月３０日に読み合わせをした。「発熱者が出た場

合、感染者が出た場合等」マニュアルに基づいて

冷静な対応ができるよう指針を持った。 

６月１日通常開所が始まった。１か月以上も「自

宅待機」をしていたメンバーが何人もいて、スム

ーズに通所できるだろうか？一抹の不安を感じ

ていた。しかし欠席者は１名（病気）のみで、皆さん

「何事もなかったかのように、活動に取り組んで

いて」その姿は「たくましく」感動を覚えるほどで

あった。 

現在も「マスクをすること」「検温をすること」

「密にならないこと」「消毒をすること」「手を洗

うこと」「換気をすること」等は続けながら１日１日

過ごしている。 

皆で頑張った「２０２０年の春」、忘れられない春

になった。  

（文責：松田 百合子）

  

令和２年６月１６・１７日、新型コロナ禍で仕事

量が減りどこも大変な時期ではありますが、奈良

県の事業として国道沿いの歩道への花の植栽作

業をさせていただくことになりました。 

 花はこんな大変な時期であっても人を癒して

くれる存在ですね。暑い最中でしたが癒されなが

ら丁寧に作業をすることが出来ました。
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令和２年 

 ３月２７日 宇陀アニマルパーク散歩 

 4 月 2 日 鍵・唐古遺跡散歩 

    ６日～ 

   １３日 県庁施設外就労 

 4 月 9 日 馬見丘陵公園花見散歩 

   ２０日～ 

 5 月３１日 新型コロナへの体制実施 

 ６月 １日～通常業務再開 
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感染症「新型コロナ」…… 
社会福祉法人ふきのとう 理事長 松田 勝義 

 世界中を脅かしている、いわゆる「新型コ

ロナ」は、今年 1月頃、中国で発症してから短

期間の間に世界中に感染が広がりました。 

当初は遠い国の出来事だと思っていましたが、

だんだんと身近な問題として危機意識が高まっ

てきた思いが、現在も続いています。 

今日までに「新型コロナ」の影響で亡くなっ

た人、人生に大きな影響を受けた人々は、世界

に何十万人以上いるともいわれています。 

また、感染者の治療に従事する医療従事者の

ご苦労と努力については、心から尊敬します。 

学校が休校になり、オリンピック・パラリン

ピックが一年延期、大相撲五月場所の中止、プ

ロ野球やサッカー、その他のスポーツや芸能文

化活動の中止や延期等など、日本社会のほとん

どが停滞した状態でしたが、最近やっとその出

口が見えてきたような気がしています。 

しかし油断はできません。感染症予防のため

にするべきこと・や

るべきことは

きっちりと手

間暇を惜しまず

実行しなければ

なりません。 

当「ふきのとう」ではこの期間対策として検

温と消毒・うがい手洗いの徹底と、いわゆる三

密を避ける意味からメンバーやスタッフの出勤

人数の調整、各イベントの中止、理事会・評議

員会などの会議の中止などに取り組んでまいり

ました。 

このような取り組みが功を奏したのかは定か

ではありませんが、今日まで特に問題なく無事

に生活できていることは、メンバーやスタッフ、

そして家族の皆さんと理事・評議員の皆さんの

「一人はみんなのために、みんなは一人のため

に」という理念を実践したことの証として評価

してもいいと思います。 

「新型コロナ」問題はまだまだ終わったわけ

ではありません。今日までの極度の緊張感が少

し緩和したか否かという段階だと思います。こ

こで注意力が緩むと、その隙間からウイルスが

入り込んでくる危険性があります。ウイルスは

どこにいるか分かりません。でも確かにいるの

です。私の、あなたの近くに…。少しでも油断

すると侵入してきます。だから油断をしない、

ウイルスにスキを見せない事が大事であります。 

自分の健康管理は、自分の責任で。 
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食事の際、新型コロナウイルスへの対応として 
・密を避けるため、メンバーを２つに分ける 
・対面での食事を避ける 
・食前の消毒の徹底 
等を行った 

新型コロナウイルスへの対応として出勤したら
若しくは外から帰ったら、 
・アルコールによる手指消毒 
・朝昼の２回以上の検温 
の徹底 
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マスクの調達が困
難なメンバーには、
スタッフが夜なべ
をして作成したふ
きのマスクを進呈。 
 同じ無料でもか
の有名なマスクと
比べられないくら
い出来のいいマス
クでみんな喜んで
いました！ 


